
　昨年、友好交流に関する覚書を交わした、モンゴル

国中央県のゾーンモト町との交流事業の一環として消

防車を寄贈しました。今回は、中村町長と山本町議会

議長、役場職員がゾーンモト町を訪問し、消防車寄贈

式を行ったほか、今後の友好交流についても協議をお

こないました。今後も人材派遣などさまざまな交流事

業を行っていく予定です。

友好交流で消防車を寄贈

　「大宮里山まつり＆菅沢ダム見学会」が湖畔センター

や菅沢ダムなどで行われました。昨年は台風の影響で中

止となり、２年ぶりの開催となりました。今回も普段見

ることの出来ないダム内部の様子や、地元の方によるお

もてなし、また子どもに人気の水鉄砲作りで盛り上がり

ました。

２年ぶりの開催

　昨年に引き続き今年も「福栄星空観測会」が福栄地域

振興センターで開催されました。当日は、初めに多里で

星空の観望会などを行っている遊四季多里の新田浩志さ

んから星について学びました。その後、星を観測する予

定でしたが、曇天のため星が観測できたのがわずかな時

間となってしまいましたが、何とか木星や土星などを観

測することができました。福栄地域では、今後も毎年７

月31日に観測会を開催する予定としています。

木星や土星を観測

　町と町森林組合のJ-クレジット売買契約調印が役場

防災会議室で行われました。今回は、小竹林業㈱（福

塚、小竹辰次代表取締役）、(有)大生建設（霞、川田

嗣男代表取締役）、(有)近藤板金工作所（笠木、近藤

英義代表取締役）の町内企業３社との契約となりまし

た。今回初めての購入となった小竹林業㈱の小竹代表

取締役は、「林業現場で大型の高性能林業機械を動か

す中で、二酸化炭素の排出は避けることができない。

林業経営を行う者として、町の森林資源に役立ててほ

しい気持ちで購入した。」と挨拶されました。

町内企業の３社と売買契約
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　今年で３年目となる宮田集落での「とっとり共生の

里」夏の活動が行われました。今回は、草刈りやそば

の種まきなどの活動を行い、午後は白谷工房を見学

し、福栄神社を参拝しました。活動には地域と損害保

険ジャパン日本興亜㈱の社員と家族など約５０人が参

加し、昼食をともにするなど交流を深めました。活動

は秋にも行われ、野菜の収穫体験や竹林整備などを行

う予定です。

「とっとり共生の里｣今年で３年目
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